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～
重
点
事
項
「
犯
罪
や
非
行
を

　
し
た
者
の
就
労
支
援
」
～

　
毎
年
７
月
は
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
強
調
月
間
で
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民

が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を

犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や

非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ

う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　
本
町
に
お
い
て
も
「
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
」
強
調
月
間
に
合

わ
せ
、
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て

保
護
司
会
に
よ
る
啓
発
パ
レ
ー
ド

等
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　

　
熊
本
保
護
観
察
所

　
緯

-

３
６
６
 
８
０
８
０

　
人
権
同
和
問
題
の
解
決
に
向
け

て
の
中
心
的
課
題
の
一
つ
で
あ
る

「
就
職
の
機
会
均
等
の
確
保
」
に

つ
い
て
は
、
さ
ら
に
重
点
的
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め

の
は
、
地
域
住
民
に
働
く
場
を
提

供
す
る
事
業
主
の
皆
様
方
の
ご
理

解
と
ご
協
力
が
必
要
不
可
欠
と
な

り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
公
正

な
採
用
選
考
体
制
の
確
立
お
よ
び

「
差
別
の
な
い
明
る
い
職
場
づ
く

り
」
の
推
進
の
た
め
、
県
内
各
事

業
所
の
事
業
主
等
の
方
々
を
対
象

に
、
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
７
月
　
日
（
金
）

24

　
午
後
１
時
　
分
～
午
後
４
時

30

場
所
　
合
志
市
総
合
セ
ン
タ
ー

　
ヴ
ィ
ー
ブ
ル

対
象
者
　
各
事
業
所
の
事
業
主
、

人
事
管
理
担
当
者
、
各
種
団
体
の

長
、
人
事
管
理
担
当
職
員
な
ど

（
人
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
）

※
参
加
方
法
な
ど
、
詳
細
に
つ
い

　
て
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　

　
県
人
権
同
和
政
策
課

　
緯

-

３
３
３
 
２
２
９
９

　
身
体
ま
た
は
知
的
・
精
神
に
重

度
の
障
害
が
あ
り
、
日
常
生
活
に

常
に
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る

　
歳
以
上
の
重
度
障
害
者
に
対
し

20手
当
を
支
給
し
ま
す（
所
得
に
よ

る
支
給
制
限
が
あ
り
ま
す
）。

　
た
だ
し
、身
体
障
害
者
福
祉
法

等
に
定
め
る
施
設
に
入
所
し
て
い

る
方
、病
院
ま
た
は
診
療
所
に
３

か
月
を
超
え
て
入
院
し
て
い
る
方

に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
健
康
福
祉
課
福
祉
係

　
緯
２
８
６
‐
３
１
１
１

　
内
線
１
３
２

　
こ
の
事
業
は
、
在
宅
で
寝
た
き

り
の
高
齢
者
な
ど
が
使
用
す
る
寝

具
の
衛
生
管
理
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
事
業
で
す
。

　
対
象
と
な
る
寝
具
は
、
掛
布
団

・
敷
布
団
・
毛
布
で
１
人
当
た
り

１
セ
ッ
ト
と
な
り
ま
す
。
寝
具
の

回
収
・
洗
濯
・
乾
燥
お
よ
び
消
毒

は
、
業
者
に
委
託
し
て
行
い
ま
す
。

対
象
者
　
　
歳
以
上
の
一
人
暮
ら

65

　
し
・
高
齢
者
の
み
の
世
帯
な
ど

　
で
、
寝
具
類
の
衛
生
管
理
が
困

　
難
な
方（
衛
生
管
理
が
で
き
る

　
家
族
な
ど
が
い
る
場
合
は
、
該

　
当
し
ま
せ
ん
）

申
請
期
限
　
７
月
　
日（
金
）ま
で

24

申
請
場
所
　
役
場
健
康
福
祉
課
福

　
祉
係
（
申
請
書
が
あ
り
ま
す
）

実
態
調
査
　
申
請
後
、
実
態
調
査

　
を
行
い
、
利
用
の
可
否
を
決
定

　
し
ま
す
。

利
用
料
　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
健
康
福
祉
課
福
祉
係
　

　
緯
２
８
６
‐
３
１
１
１

　
内
線
１
３
１
　
　

　
平
成
　
年
分
の
所
得
税
の
予
定

21

納
税
第
１
期
分
の
納
付
の
期
限
は
、

(
)

平
成
　
年
７
月
　
日
 
金
 
と
な

21

31

っ
て
い
ま
す
。

　
予
定
納
税
が
必
要
な
方
に
は
、

税
務
署
か
ら
６
月
中
旬
に
、
「
予

定
納
税
額
の
通
知
書
」
を
お
送
り

し
て
い
ま
す
か
ら
、
通
知
書
に
記

載
さ
れ
た
第
１
期
分
の
金
額
を
納

期
限
内
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
予
定
納
税
は
、
前

年
分
の
所
得
税
額
を
基
に
計
算
し

て
あ
り
ま
す
が
、
事
業
等
を
廃
業

し
た
り
災
害
で
財
産
に
損
害
を
受

け
た
り
し
た
た
め
、
本
年
分
の
納

税
額
が
前
年
分
よ
り
減
少
す
る
と

見
込
ま
れ
る
方
は
、
平
成
　
年
７

21

(
)

月
　
日
 
水
 
ま
で
に
予
定
納
税

15
の
減
額
承
認
申
請
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
予
定
納
税
や
減
額
承
認
申
請
の

こ
と
で
お
分
り
に
な
ら
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
最
寄
り
の
税

務
署
に
、
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
熊
本
東
税
務
署

　
緯

-
３
６
９
 
５
５
６
６

　
＊
自
動
音
声
案
内

　
「
消
費
生
活
専
門
相
談
員
」と
は
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
で
消
費
生

活
相
談
に
応
じ
る
た
め
に
一
定
水

準
以
上
の
知
識
と
能
力
を
持
ち
合

わ
せ
て
い
る
こ
と
を
、
独
立
行
政

法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
が
認
定

し
、
資
格
を
与
え
る
制
度
で
す
。

資
格
認
定
試
験

　
第
１
次
試
験
　
　
月
３
日
臥

10

受
験
申
込
期
限
　
８
月
　
日
俄

10

　
受
験
要
項
は
、
返
信
用
封
筒
　

（
長
形
３
号
の
封
筒
に
　
円
切
手

90

貼
付
、
宛
先
明
記
）
を
同
封
の
う

え
、
郵
便
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で

き
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

（http://www.kokusen.go.j

                       p

 

/shikaku/shikaku.htm

                    l

 ）

受
験
要
項
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

-

　
〒
２
２
９
 
０
０
２
９

　
神
奈
川
県
相
模
原
市
弥
栄
３-

 

-

　
１
 
１

　
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン

　
タ
ー
　
資
格
制
度
事
務
局
　

　
緯

-
-

０
４
２
 
７
５
８
 
３
１
６
４

　
（
直
通
）

消
費
生
活
専
門
相
談
員

資
格
認
定
試
験

所
得
税
の
予
定
納
税

(
)

 
第
１
期
分
 
に
つ
い
て

くらしの情報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報
第
　
回
59

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

し
け
し
け
んん

人
権
同
和
問
題
に
関
す
る

事
業
主
等
研
修
会

特
別
障
害
者
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
す

お
布
団
ふ
っ
く
ら
サ
ー
ビ
ス
事
業

（
高
齢
者
等
の
生
活
支
援
事
業
）


